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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクが内包された可撓性のインクパックを加圧する加圧ポンプを駆動して前記加圧ポ
ンプの加圧量を予め設定した設定加圧量に到達させる加圧動作を行い、
　前記設定加圧量に到達させた後、前記加圧ポンプを停止し、
　前記加圧ポンプを停止した加圧停止時点からの経過時間を計測し、前記加圧停止時点か
らのインクジェットヘッドによるインク使用量を取得し、
　前記加圧停止時点からの前記経過時間およびインク使用量に基づいて予測加圧量を算出
し、
　前記予測加圧量が前記設定加圧量よりも低い下限加圧量以下となると、印刷データを受
信してから前記インクジェットヘッドにより前記印刷データの印刷が開始されるまでの印
刷準備時間よりも短い時間の間、前記加圧ポンプを駆動して前記設定加圧量に到達させる
ことを特徴とするインクジェットプリンターのインク供給制御方法。
【請求項２】
　前記加圧ポンプが停止した時点からの経過時間と前記加圧ポンプの加圧量の変化とを関
係付けた加圧量変化情報を記憶保持し、
　前記予測加圧量を、前記加圧量変化情報に基づいて算出する請求項１に記載のインクジ
ェットプリンターのインク供給制御方法。
【請求項３】
　前記下限加圧量以下になった後、前記加圧ポンプを駆動して前記設定加圧量に到達させ
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る請求項１または２に記載のインクジェットプリンターのインク供給制御方法。
【請求項４】
　前記インクパックのインク残量を監視し、
　前記インク残量が所定のインク残量に達したことが検出されていない場合には、前記設
定加圧量を第１加圧量として、前記下限加圧量を前記第１加圧量よりも低い第２加圧量と
し、
　前記インク残量が前記所定のインク残量に達したことが検出されている場合には、前記
下限加圧量を前記第１加圧量よりも高い第３加圧量とし、前記設定加圧量を第３加圧量よ
りも高い第４加圧量とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載のインクジェットプリ
ンターのインク供給制御方法。
【請求項５】
　インクを吐出するインクジェットヘッドと、
　前記インクが内包された可撓性のインクパックを加圧して前記インクを前記インクジェ
ットヘッドに連通するインク流路に供給する加圧ポンプと、
　前記加圧ポンプの加圧量を予め設定した設定加圧量に到達させる加圧動作及び前記加圧
ポンプの停止を制御する加圧制御部と、
　前記加圧ポンプが停止した加圧停止時点からの経過時間を計測する計測部と、
　前記加圧停止時点からの前記インクジェットヘッドによるインク使用量を取得するイン
ク使用量取得部と、
　前記加圧停止時点からの前記経過時間および前記インク使用量に基づいて予測加圧量を
算出する加圧量予測部と、を有し、
　前記加圧制御部は、前記予測加圧量が予め設定した下限加圧量以下となると、印刷デー
タを受信してから前記インクジェットヘッドにより前記印刷データの印刷が開始されるま
での印刷準備時間よりも短い時間の間、前記加圧ポンプを駆動して前記設定加圧量に到達
させることを特徴とするインクジェットプリンター。
【請求項６】
　前記加圧ポンプが停止した時点からの経過時間と前記加圧ポンプの加圧量の変化とを関
係付けた加圧量変化情報を記憶保持する記憶部を有し、
　前記加圧量予測部は、前記加圧量変化情報に基づいて算出する請求項５に記載のインク
ジェットプリンター。
【請求項７】
　前記加圧制御部は、前記下限加圧量以下になった後、前記加圧ポンプを駆動して前記設
定加圧量に到達させる請求項５または６に記載のインクジェットプリンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクパックを加圧ポンプで加圧して、インクパック内のインクをインクジ
ェットヘッドに連通するインク流路の側に供給するインクジェットプリンターのインク供
給制御方法およびインクジェットプリンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかるインクジェットプリンターは特許文献１に記載されている。同文献では、インク
ジェットプリンターにセットされるインクカートリッジが、インクを内包する可撓性のイ
ンクパックと、このインクパックを収容する剛性のケースと、ケースとインクパックの間
に形成された加圧室を備えている。インクジェットプリンターは、加圧ポンプによって加
圧室内に空気を送り込むことによりインクパックを加圧している。
【０００３】
　同文献では、加圧ポンプは、自己の加圧量を検出するための圧力センサーを備えている
。圧力センサーは、ポンプ部から加圧室に向かって圧送される空気を導入する導入室と、
導入室の壁面を構成するとともに導入室内の圧力によって変位するダイヤフラムと、ダイ
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ヤフラムの変位を検出する光学センサーユニットを備えている。光学センサーユニットに
よってダイヤフラムが導入室から外側に押し出された位置に変位したことが検出されると
、圧力センサーは、加圧ポンプの加圧量がインクを送り出すのに十分な第１の加圧量であ
ることを検出する。光学センサーユニットによりダイヤフラムが導入室の内側に窪んだ状
態に変位したことが検出されると、圧力センサーは、加圧ポンプの加圧量が第１の加圧量
よりも低い第２の加圧量であることを検出する。
【０００４】
　ここで、加圧ポンプの加圧量は、時間の経過に伴い減少する。また、加圧ポンプの加圧
量は、インクジェットヘッドによるインク使用量、すなわち、インクパック内のインク残
量の減少により低下する。加圧ポンプの加圧量が低下すると、インクパック内のインクを
インク流路の側に送り出すことができなくなるので、特許文献１のインクジェットプリン
ターでは、加圧ポンプの加圧量が第２の加圧量であることが検出されると、加圧ポンプを
駆動して、加圧室内に空気を送り込んでいる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１９０４１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　インクジェットプリンターの中には、一定期間、外部の機器から印刷データの供給がな
い場合に、搭載するモーターやセンサーなどへの給電を停止してＣＰＵなどの制御部だけ
を動作させる省電力モードに移行するものがある。このようなインクジェットプリンター
では、加圧ポンプの加圧量を圧力センサーからの出力のみに基づいて管理していると、省
電力モード中に加圧ポンプの加圧量を把握することができなくなるという問題がある。例
えば、省電力モードで動作している期間が長くなると、時間の経過に伴って加圧ポンプの
加圧量が第２の加圧量よりも低下した状態となる場合が発生するが、省電力モード中は圧
力センサーからの出力がないので、制御部では加圧ポンプの加圧量を把握することができ
ず、圧力センサーからの出力に基づいて加圧ポンプを駆動制御することもできない。この
結果、省電力モード中に、加圧ポンプの加圧量を第２の加圧量よりも高い値に維持するこ
とが困難となる。
【０００７】
　ここで、インクジェットプリンターが省電力モードで動作しているときに、外部の機器
から印刷データの供給があると、インクジェットプリンターは待機モードから抜け出して
通常の動作モードに復帰する。動作モードに復帰すると、インクジェットプリンターは加
圧ポンプをその加圧量が第１の加圧量となるまで駆動してインクパックからインク流路の
側にインクを圧送可能な状態とし、しかる後に、印刷データの印刷を開始する。このよう
な場合に、加圧ポンプの加圧量が第２の加圧量よりも著しく低下していると、加圧ポンプ
を第１の加圧量となるまで駆動する駆動時間が長くなり、印刷データの受信から当該印刷
データの印刷を開始するまでの時間が遅延してしまうという問題が発生する。
【０００８】
　本発明の課題は、かかる問題点に鑑みて、加圧ポンプの加圧量を圧力センサーからの出
力のみによらずに把握でき、加圧ポンプの加圧量をインクの圧送に必要な加圧量まで上昇
させるための駆動時間によって印刷データの受信から印刷開始までの時間が遅延すること
を抑制或いは回避できるインクジェットプリンターのインク供給制御方法およびインクジ
ェットプリンターを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明は、インクが内包された可撓性のインクパックを
加圧する加圧ポンプを駆動して当該加圧ポンプの加圧量を予め設定した設定加圧量に到達
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させる加圧動作を行い、
　前記設定加圧量に到達させた後、前記加圧ポンプを停止し、
　前記加圧ポンプを停止した加圧停止時点からの経過時間を計測し、前記加圧停止時点か
らのインクジェットヘッドによるインク使用量を取得し、
　前記加圧停止時点からの前記経過時間およびインク使用量に基づいて予測加圧量を算出
し、
　前記予測加圧量が前記設定加圧量よりも低い下限加圧量以下となると、前記加圧ポンプ
を駆動することを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、加圧ポンプの加圧量を、加圧ポンプの加圧動作、加圧動作を停止した
加圧停止時点からの経過時間、およびインクジェットヘッドによるインク使用量に基づい
て算出した予測加圧量で把握する。従って、圧力センサーからの出力のみによらず加圧ポ
ンプの加圧量を管理できる。よって、インクジェットプリンターが圧力センサーへの給電
が途絶える省電力モードで動作している間でも、加圧ポンプの加圧量（予測加圧量）に基
づいて当該加圧ポンプを駆動制御することが可能となる。また、予測加圧量が下限加圧量
となった場合には加圧ポンプを駆動してその加圧量を上昇させるので、加圧ポンプの加圧
量が下限加圧量以下となることを回避できる。従って、下限加圧量を調整することにより
、加圧ポンプの加圧量を下限加圧量から設定加圧量まで上昇させるのに必要な加圧ポンプ
の駆動時間を調整することができる。この結果、加圧ポンプの加圧量をインクの圧送に必
要な加圧量まで上昇させるための駆動時間によって、印刷データの受信から印刷開始まで
の時間が遅延することを抑制或いは回避できる。
【００１１】
　本発明において、予測加圧量を精度よく算出して取得するためには、前記加圧ポンプが
停止した時点からの経過時間と前記加圧ポンプの加圧量の変化とを関係付けた加圧量変化
情報を記憶保持し、前記予測加圧量を、前記加圧量変化情報に基づいて算出することが望
ましい。
【００１２】
　本発明において、前記下限加圧量以下になった後、前記加圧ポンプを駆動して前記設定
加圧量に到達させることが望ましい。また、前記下限加圧量となった後、前記加圧ポンプ
を駆動して前記設定加圧量に到達させるまでの前記加圧ポンプの駆動時間は、印刷データ
を受信してから前記インクジェットヘッドにより前記印刷データの印刷が開始されるまで
の印刷準備時間よりも短いことが望ましい。このようにすれば、印刷データの供給を受け
たときに、印刷データの印刷を遅滞なく開始できる。
【００１３】
　本発明において、外部の機器から印刷データの供給を受けたときに、前記予測加圧量が
前記設定加圧量よりも低く前記下限加圧量よりも高い基準加圧量位置となっている場合に
は、前記予測加圧量が前記設定加圧量となるまで前記加圧ポンプを駆動することが望まし
い。このようにすれば、印刷データを印刷している途中に加圧ポンプの加圧量が著しく低
下することを回避できる。
【００１４】
　また、インクパックのインク残量が少なくなるとインクパックの背圧が急激に上昇する
ので、加圧ポンプの加圧量を一定としている場合には、インクパック内のインクを十分に
インク流路の側に送り出すことができず、インク流路に送り出されることなくインクパッ
ク内に残留する残留インクを増加させてしまうことになる。かかる問題に対して、前記イ
ンクパックのインク残量を監視し、前記インク残量が所定のインク残量に達したことが検
出されていない場合には、前記設定加圧量を第１加圧量として、前記下限加圧量を前記第
１加圧量よりも低い第２加圧量とし、前記インク残量が前記所定のインク残量に達したこ
とが検出されている場合には、前記下限加圧量を前記第１加圧量よりも高い第３加圧量と
し、前記設定加圧量を第３加圧量よりも高い第４加圧量とすることが望ましい。このよう
にすれば、インク残量が所定のインク残量に達してインクパックの背圧が上昇する際に、
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インクパックを加圧するための加圧ポンプの加圧量が第１加圧量から第２加圧量に上昇す
るので、インクパックの背圧の上昇に拘わらず、インクパック内のインクをインク流路の
側に送り出すことができる。よって、残留インクを少なくすることができる。また、加圧
ポンプを高圧で駆動するのは、インクパックのインク残量が所定のインク残量に達した後
の期間だけなので、加圧ポンプの駆動時間が長くなることを抑制することができ、加圧ポ
ンプの寿命の短縮を抑制できる。
【００１５】
　次に、本発明は、インクを吐出するインクジェットヘッドと、
　前記インクが内包された可撓性のインクパックを加圧して前記インクを前記インクジェ
ットヘッドに連通するインク流路に供給する加圧ポンプと、
　前記加圧ポンプの加圧動作及び前記加圧ポンプの停止を制御する加圧制御部と、
　前記加圧ポンプが停止した加圧停止時点からの経過時間を計測する計測部と、
　前記加圧停止時点からの前記インクジェットヘッドによるインク使用量を取得するイン
ク使用量取得部と、
　前記加圧停止時点からの前記経過時間および前記インク使用量に基づいて予測加圧量を
算出する加圧量予測部と、を有し、
　前記加圧制御部は、前記予測加圧量が予め設定した下限加圧量以下となると、前記加圧
ポンプを駆動させることを特徴とする。
【００１６】
　本発明によれば、加圧ポンプの加圧量を、加圧ポンプの加圧動作、加圧動作を停止した
加圧停止時点からの経過時間、およびインクジェットヘッドによるインク使用量に基づい
て算出した予測加圧量で把握する。従って、加圧制御部は圧力センサーからの出力のみに
よらず加圧ポンプの加圧量を管理できる。よって、インクジェットプリンターが圧力セン
サーへの給電が途絶える省電力モードで動作している間でも、加圧制御部が加圧ポンプの
加圧量（予測加圧量）に基づいて当該加圧ポンプを駆動制御することができる。また、加
圧制御部は予測加圧量が下限加圧量となった場合には加圧ポンプを駆動してその加圧量を
上昇させるので、加圧ポンプの加圧量が下限加圧量以下となることを回避できる。従って
、下限加圧量を調整することにより、加圧ポンプの加圧量を下限加圧量から設定加圧量ま
で上昇させるのに必要な加圧ポンプの駆動時間を調整することができる。この結果、加圧
ポンプの加圧量をインクの圧送に必要な加圧量まで上昇させるための駆動時間によって、
印刷データの受信から印刷開始までの時間が遅延することを抑制或いは回避できる。
【００１７】
　本発明において、予測加圧量を精度よく取得するためには、前記加圧ポンプが停止した
時点からの経過時間と前記加圧ポンプの加圧量の変化とを関係付けた加圧量変化情報を記
憶保持する記憶部を有し、前記加圧量予測部は、前記加圧量変化情報に基づいて算出する
ことが望ましい。
【００１８】
　本発明において、前記予測加圧量が前記下限加圧量となった前記加圧ポンプを前記追い
加圧制御部が駆動させて当該予測加圧量を前記設定加圧量に到達させるまでの駆動時間は
、印刷データを受信してから前記インクジェットヘッドにより当該印刷データの印刷が開
始されるまでの印刷準備時間よりも短いことが望ましい。このようにすれば、印刷データ
の供給を受けたときに、印刷データの印刷を遅滞なく開始できる。
【００１９】
　本発明において、外部の機器から印刷データの供給を受ける通信部と、前記印刷データ
の供給を受けたときに、前記予測加圧量が前記設定加圧量よりも低く前記下限加圧量より
も高い基準加圧量位置となっている場合には、前記予測加圧量が前記設定加圧量となるま
で前記加圧ポンプを駆動させる第２の追い加圧制御部と、を有していることが望ましい。
このようにすれば、印刷データを印刷している途中に加圧ポンプの加圧量が著しく低下す
ることを回避できる。
【００２０】
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　本発明において、前記インクパックのインク残量が予め設定した残量以下となる所定の
インク残量に達したか否かを監視するインク残量監視部を有し、前記加圧制御部は、前記
所定のインク残量に達したことが検出されていない場合には、前記設定加圧量を第１加圧
量として、前記下限加圧量を前記第１加圧量よりも低い第２加圧量とする第１加圧制御部
と、前記所定のインク残量に達したことが検出されている場合には、前記下限加圧量を前
記第１加圧量よりも高い第３加圧量とし、前記設定加圧量を第３加圧量よりも高い第４加
圧量とする第２加圧制御部とを備えることが望ましい。このようにすれば、インク残量が
所定のインク残量に達してインクパックの背圧が上昇する際に、インクパックを加圧する
加圧ポンプの加圧量が第１加圧量から第２加圧量に上昇するので、インクパックの背圧の
上昇に拘わらず、インクパック内のインクをインク流路の側に送り出すことができる。よ
って、残留インクを少なくすることができる。また、加圧ポンプを高圧で駆動するのは、
インクパックのインク残量が所定のインク残量に達した後の期間だけなので、加圧ポンプ
の駆動時間が長くなることを抑制することができ、加圧ポンプの寿命の短縮を抑制できる
。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、加圧ポンプの加圧量を、加圧ポンプの加圧動作、加圧動作を停止した
加圧停止時点からの経過時間、およびインクジェットヘッドによるインク使用量に基づい
て算出した予測加圧量で把握する。従って、圧力センサーからの出力のみによらず加圧ポ
ンプの加圧量を管理できる。また、予測加圧量が下限加圧量となった場合には加圧ポンプ
を駆動してその加圧量を上昇させるので、加圧ポンプの加圧量が下限加圧量以下となるこ
とを回避できる。従って、下限加圧量を調整することにより、加圧ポンプの加圧量を下限
加圧量から設定加圧量まで上昇させるのに必要な加圧ポンプの駆動時間を調整することが
できる。この結果、加圧ポンプの加圧量をインクの圧送に必要な加圧量まで上昇させるた
めの駆動時間によって、印刷データの受信から印刷開始までの時間が遅延することを抑制
或いは回避できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明を適用したインクジェットプリンターのインク供給系の説明図である。
【図２】インク供給系の要部の斜視図である。
【図３】加圧ポンプの斜視図である。
【図４】インクジェットプリンターの制御系の概略ブロック図である。
【図５】加圧量変化情報を示すグラフである。
【図６】インク供給動作を示すフローチャートである。
【図７】インク供給制御動作中の加圧ポンプの加圧量の変化を示すグラフである。
【図８】インク供給制御動作中の加圧ポンプの加圧量の変化を示すグラフである。
【図９】加圧ポンプを第１設定加圧量とした後の加圧量変化情報を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したインクジェットプリンターを説明する。
【００２４】
　図１は本実施の形態に係るインクジェットプリンターのインク供給系の説明図である。
図２はインク供給系の要部の斜視図である。図３は加圧ポンプの斜視図である。インクジ
ェットプリンター１は、外部の機器から印刷データの供給を受けると、印刷位置を経由す
る紙搬送路に沿って記録紙を搬送し、印刷位置を通過する記録紙に対してインクジェット
ヘッド２により印刷を施すものである。
【００２５】
　図１に示すように、インクジェットプリンター１のインク供給系は、インクジェットプ
リンター１に着脱可能に装着されたインクカートリッジ３と、インクカートリッジ３に収
納されているインクを、インク流路４を介してインクジェットヘッド２に供給するインク
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供給機構５を備えている。
【００２６】
　インクカートリッジ３はインクを内包する可撓性のインクパック１０と、このインクパ
ック１０を収容する剛性のケース１１と、ケース１１とインクパック１０の間に形成され
た加圧室１２を備えている。インク供給機構５は加圧ポンプ１５と、加圧ポンプ１５とイ
ンクパック１０の加圧室１２とを接続する空気圧送路１６を備えている。インク供給機構
５は、加圧ポンプ１５によって空気圧送路１６を介して加圧室１２内に空気を送り込み、
加圧室１２内の空気圧によってインクパック１０を押圧することにより、インクパック１
０内のインクをインク流路４の側に送り出す。
【００２７】
　インクカートリッジ３がインクジェットプリンター１のカートリッジ装着部１７（図２
参照）に装着されると、インク流路４の上流端４ａ（インクジェットヘッド２とは反対側
の端）がインクパック１０に着脱可能に接続される。より詳細には、インク流路４の上流
端４ａには針４ｂが設けられており、インクカートリッジ３がカートリッジ装着部１７に
装着されると、ケース１１およびインクパック１０に設けられた針挿口を介して針４ｂが
インクパック１０に差し込まれ、インクパック１０内のインクがインク流路４の側に流出
可能となる。また、インクカートリッジ３がカートリッジ装着部１７に装着されると、空
気圧送路１６の下流端１６ａ（空気圧送路１６の加圧ポンプ１５とは反対側の端）が加圧
室１２に着脱可能に接続される。より詳細には、インクカートリッジ３がインクジェット
プリンター１に装着されると、ケース１１に設けられた加圧室１２の空気導入口１１ａと
空気圧送路１６の下流端１６ａの開口と連通した状態が形成される。
【００２８】
　図２に示すように、本例のインクジェットプリンター１では、カートリッジ装着部１７
に６つのインクカートリッジ３が装着される。加圧ポンプ１５と６つのインクカートリッ
ジ３のそれぞれとを接続する空気圧送路１６は平面基板１８上に構成されている。インク
ジェットヘッド２と各インクカートリッジ３とを接続するインク流路４は平面基板１８上
に構成された第１インク流路部分４ｃと、インク流路４部分の下流端１６ａとインクジェ
ットヘッド２の間を接続する可撓性の第２インク流路部分４ｄを備えている。各インクカ
ートリッジ３は重力方向でインクジェットヘッド２よりも下方に位置している。インクジ
ェットヘッド２はインクノズルのノズル面２ａを下方に向けた状態で配置されている。
【００２９】
　図３に示すように、加圧ポンプ１５は、駆動源となるＤＣモーター２０と、空気を加圧
するためのジャバラポンプ部２１と、ジャバラポンプ部２１によって加圧された空気を空
気圧送路１６の側に噴出する空気供給口２２（図１参照）を備えている。空気供給口２２
は空気圧送路１６の上流端１６ｂに接続されており、空気供給口２２は空気圧送路１６を
介してインクカートリッジ３の加圧室１２と連通している。
【００３０】
　また、加圧ポンプ１５は、ジャバラポンプ部２１と空気供給口２２とを連通させている
ポンプ内空気流路２３の途中に、自己の加圧量を検出するための圧力センサー２４とレギ
ュレーター２５を備えている。圧力センサー２４とレギュレーター２５とは、ポンプ内空
気流路２３の空気圧送方向の上流側から下流側に向かってこの順番で配置されている。さ
らに、加圧ポンプ１５は、ジャバラポンプ部２１の加圧動作の回数、すなわち、ジャバラ
ポンプ部２１が圧縮された回数を検出するためのポンプセンサー２６を備えている。ポン
プセンサー２６は、例えば、ジャバラポンプ部２１が圧縮される毎に操作されるスイッチ
である。
【００３１】
　圧力センサー２４は、図１に示すように、ジャバラポンプ部２１から加圧室１２に向か
って圧送される空気を導入する空気導入室３０と、空気導入室３０の一つの壁面を構成す
るとともに空気導入室３０内の圧力によって変位するダイヤフラム３２と、ダイヤフラム
３２の変位を検出する光学センサーユニット３３を備えている。
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【００３２】
　ここで、ダイヤフラム３２は、ダイヤフラム３２に対向している空気導入室３０の底面
３０ａから離れる方向に膨らんで空気導入室３０の容積を拡大させている外側位置３２Ａ
と、空気導入室３０の底面３０ａに接近する方向に窪んで空気導入室３０の容積を縮小さ
せている内側位置３２Ｂとの間を変位する。光学センサーユニット３３は、ダイヤフラム
３２が外側位置３２Ａに配置された状態と内側位置３２Ｂに配置された状態を検出する。
光学センサーユニット３３がダイヤフラム３２の外側位置３２Ａへの配置を検出すると、
圧力センサー２４は、ジャバラポンプ部２１による加圧量（加圧ポンプ１５の加圧量）が
第１設定加圧量（第１加圧量）Ｐ１となったことを示す第１信号を出力する。光学センサ
ーユニット３３がダイヤフラム３２の内側位置３２Ｂへの配置を検出すると、圧力センサ
ー２４は、ジャバラポンプ部２１による加圧量（加圧ポンプ１５の加圧量）が予め定めた
第１基準加圧量（第２加圧量）Ｑ１以下となったことを示す第２信号を出力する。第１基
準加圧量Ｑ１は第１設定加圧量Ｐ１よりも低い加圧量である。
【００３３】
　ここで、光学センサーユニット３３としては、ダイヤフラム３２の外面に取り付けた反
射部材３３ａと、反射部材３３ａに対向する位置に配置された反射型フォトセンサー３３
ｂを備える構成のものを採用することができる。この場合、反射型フォトセンサー３３ｂ
は反射部材３３ａに向かって検査光を照射するとともに、反射部材３３ａからの検査光の
反射光を受光する。圧力センサー２４は反射型フォトセンサー３３ｂからの出力に基づい
て反射型フォトセンサー３３ｂと反射部材３３ａとの間の距離を取得することにより、ダ
イヤフラム３２の位置（変位）を検出する。
【００３４】
　レギュレーター２５は、ポンプ内空気流路２３の側壁部分に設けられた開口３５と、開
口３５を空気流路の外側から封鎖する封鎖部材３６と、封鎖部材３６を開口３５を封鎖す
る方向に所定の付勢力で付勢するコイルバネなどの付勢部材３７を備えている。
【００３５】
　レギュレーター２５は、ジャバラポンプ部２１による加圧量（加圧ポンプ１５の加圧量
）が、当該レギュレーター２５の動作設定圧力以上となると動作して、その加圧量を低下
させる。より詳細には、ジャバラポンプ部２１による加圧量が動作設定圧力以上となると
、付勢部材３７の付勢力に抗して封鎖部材３６が開口３５を開く方向に移動して開口３５
から空気を流出させて、加圧ポンプ１５の加圧量を低下させる。しかる後に、ジャバラポ
ンプ部２１による加圧量が動作設定圧力よりも低下すると、付勢部材３７の付勢力によっ
て封鎖部材３６が開口３５を閉じる方向に戻り、開口３５を封鎖した状態となる。
【００３６】
（制御系）
　図４は、インクジェットプリンター１の制御系を示す概略ブロック図である。図５は加
圧量変化情報を示すグラフである。図４に示すように、インクジェットプリンター１はＣ
ＰＵを備える制御部４０を中心に構成されている。制御部４０の入力側には、通信インタ
ーフェースを備える通信部４１、加圧ポンプ１５の圧力センサー２４およびポンプセンサ
ー２６が接続されている。制御部４０の出力側には記録紙を搬送するための紙送りモータ
ー４３、インクジェットヘッド２、加圧ポンプ１５のＤＣモーター２０が不図示のドライ
バーを介して接続されている。また、制御部４０にはメモリー（記憶部）４４が接続され
ている。通信部４１は、外部の機器から印刷データを受信する。
【００３７】
　制御部４０は、受信した印刷データを印刷する印刷動作を司る印刷制御部５０、インク
ジェットヘッド２によるインク使用量を取得するインク使用量取得部５１、インクパック
１０内のインク残量を取得するインク残量取得部（インク残量監視部）５２、加圧ポンプ
１５を駆動制御する加圧制御部５３、タイマーを備える計測部５４、加圧ポンプ１５の加
圧量を予測する加圧量予測部５５を備えている。計測部５４は加圧ポンプ１５が停止した
加圧停止時点からの経過時間を計測する。
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【００３８】
　印刷制御部５０は、通信部４１が印刷データを受信すると、紙送りモーター４３を駆動
して記録紙を印刷位置にセットする頭出しを行う。しかる後に、加圧ポンプ１５の加圧量
を監視して、加圧ポンプ１５が基準加圧量に達している場合に、紙送りモーター４３およ
びインクジェットヘッド２を駆動制御して印刷データの印刷を開始する。加圧ポンプ１５
の基準加圧量は、当該基準加圧量とインクジェットヘッド２のインクノズル開口に形成さ
れるインクのメニスカス耐圧を合計した第１の圧力の方が、インクパック１０の位置水頭
、インクパック１０の背圧、および、インク流路４の流路動圧とを合計した第２の圧力よ
りも大きくなるように設定されている。
【００３９】
　インク使用量取得部５１は、インクジェットヘッド２から吐出されるインク滴のショッ
ト数を計数しており、このショット数に基づいてインクジェットヘッド２によるインク使
用量を算出して取得する。
【００４０】
　インク残量取得部（インク残量監視部）５２は、インクパック１０に内包されたインク
の規定インク量からインクジェットヘッド２によるインク使用量を減算してインクパック
内のインク残量を取得する。また、インク残量取得部５２は、このインク残量が、予め設
定した残量以下となる所定のインク残量に達したか否かを監視している。所定のインク残
量は、インクパック内のインク残量がゼロに近くなると検出される。
【００４１】
　加圧制御部５３は、インク残量取得部５２によってインクパック１０内のインク残量が
所定のインク残量に達したことが検出されていない場合に加圧ポンプ１５を駆動制御する
第１加圧制御部５６と、インク残量取得部５２により所定のインク残量に達したことが検
出されている場合に、加圧ポンプ１５を駆動制御する第２加圧制御部５７を備えている。
【００４２】
　第１加圧制御部５６は、通信部４１が印刷データを受信したときに圧力センサー２４が
第２信号を出力する状態となっていると、圧力センサー２４から第１信号が出力されるま
で加圧ポンプ１５を駆動して当該加圧ポンプ１５を停止する。すなわち、第１加圧制御部
５６は、印刷データの受信時点で加圧ポンプ１５の加圧量が第１基準加圧量Ｑ１以下とな
っている場合に、加圧ポンプ１５を駆動して、その加圧量を第１設定加圧量Ｐ１とする。
【００４３】
　ここで、印刷制御部５０はインクパック１０のインク残量が所定のインク残量に達した
ことが検出されていない場合（第１加圧制御部５６によって加圧ポンプ１５が駆動制御さ
れている場合）には、印刷を開始する基準の基準加圧量を第１基準加圧量Ｑ１としている
。従って、通信部４１が印刷データを受信した後に加圧ポンプ１５が駆動されてその加圧
力が第１設定加圧量Ｐ１に達すると、印刷制御部５０は印刷データの印刷を開始する。
【００４４】
　第２加圧制御部５７は、初期加圧部５８、第１追い加圧部５９および第２追い加圧部６
０を備えている。
【００４５】
　初期加圧部５８は、インク残量取得部５２によってインクパックのインク残量が所定の
インク残量に達したことが検出されると、加圧ポンプ１５を駆動してその加圧量を第２設
定加圧量（第４加圧量）Ｐ２に到達させる初期加圧動作を行い、加圧ポンプ１５を停止す
る。第２設定加圧量Ｐ２は、第１設定加圧量Ｐ１よりも高い値である。
【００４６】
　より具体的には、初期加圧部５８は、インク残量取得部５２によって所定のインク残量
に達したことが検出されたときに圧力センサー２４から第１信号が出力されている場合に
は、予め定めた所定回数だけジャバラポンプ部２１を駆動して、加圧ポンプ１５の加圧量
を第２設定加圧量Ｐ２に到達させる。一方、インク残量取得部５２によって所定のインク
残量に達したことが検出されたときに、圧力センサー２４から第１信号が出力されていな
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い場合には、初期加圧部５８は、圧力センサー２４から第１信号が出力されるまでジャバ
ラポンプ部２１を駆動し、しかる後に、予め定めた所定回数だけジャバラポンプ部２１を
駆動して、加圧ポンプ１５の加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到達させる。なお、本例のイ
ンクジェットプリンターは、加圧ポンプ１５の加圧量が第２設定加圧量Ｐ２に到達したこ
とを検出するセンサーを搭載していない。従って、初期加圧部５８では、圧力センサー２
４から第１信号が出力された後にジャバラポンプ部２１を所定回数駆動することによって
、加圧ポンプ１５の加圧量が第２設定加圧量Ｐ２に到達したものとみなしている。
【００４７】
　第１追い加圧部５９は、加圧量予測部５５が取得した予測加圧量が第１設定加圧量Ｐ１
よりも低い下限加圧量（第３加圧量）Ｒ１以下となると、加圧ポンプ１５を駆動させて予
測加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到達させる第１追い加圧動作を行わせる。ここで、下限
加圧量Ｒ１は第１設定加圧量Ｐ１よりも高い値である。また、下限加圧量Ｒ１は、予測加
圧量が下限加圧量Ｒ１となった加圧ポンプ１５を駆動させて第２設定加圧量Ｐ２に到達さ
せるまでの駆動時間ｔ（図８参照）が、印刷データを受信してからインクジェットヘッド
２により印刷データの印刷が開始されるまでの印刷準備時間よりも短くなるように、設定
されている。印刷準備時間は、例えば、通信部４１が外部の機器から印刷データを受信し
た時点から、記録紙を印刷位置にセットする頭出しが完了するまでの時間である。
【００４８】
　第２追い加圧部６０は、印刷データの受信時点で加圧量予測部５５が取得した予測加圧
量が第２設定加圧量Ｐ２よりも低く、下限加圧量Ｒ１よりも高い第２基準加圧量Ｑ２以下
となっている場合に、加圧ポンプ１５を駆動させて予測加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到
達させる第２追い加圧動作を行わせる。
【００４９】
　ここで、印刷制御部５０は、インクパック１０内のインク残量が所定のインク残量に達
したことが検出されている場合（第２加圧制御部５７によって加圧ポンプ１５が駆動制御
されている場合）には、印刷を開始する基準の基準加圧量を第２基準加圧量Ｑ２としてい
る。従って、通信部４１が印刷データを受信した後に加圧ポンプ１５が駆動されてその予
測加圧量が第２基準加圧量Ｑ２を上回る第２設定加圧量Ｐ２に達すると、印刷制御部５０
は印刷データの印刷を開始する。
【００５０】
　加圧量予測部５５は、加圧ポンプ１５の加圧量を、メモリー４４に記憶保持されている
加圧量変化情報６１、加圧ポンプ１５の加圧停止時点の後のインク使用量、および、加圧
ポンプ１５の加圧動作（初期加圧動作、第１追い加圧動作、第２追い加圧動作）に基づい
て一定間隔で算出して、予測加圧量として、取得している。
【００５１】
　加圧量変化情報６１は、加圧ポンプ１５をその加圧量が第２設定加圧量Ｐ２となるまで
駆動した後に加圧ポンプ１５を停止し、加圧ポンプ１５が停止した時点から減少する加圧
ポンプ１５の加圧量を実測し、実測の結果を加圧ポンプ１５が停止した時点からの経過時
間と加圧ポンプ１５の加圧量の変化とを関係付けたものである。加圧量変化情報６１をグ
ラフで示した場合には、例えば、図５のように示される。本例では、経過時間と加圧ポン
プ１５の加圧量の変化（グラフの傾き）とをテーブルの形態でメモリー４４に記憶保持し
ている。
【００５２】
　加圧ポンプ１５の加圧停止時点の後のインク使用量とは、予測加圧量を第２設定加圧量
Ｐ２に到達させて加圧ポンプ１５を停止した後にインクジェットヘッド２により使用され
たインク使用量である。インク使用量取得部５１は、予測加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に
到達させた後に加圧ポンプ１５が停止する毎に、それ以降のインク使用量を新たに取得し
ており、加圧量予測部５５はインク使用量取得部５１が取得している値を参照して取得す
ることができる。
【００５３】



(11) JP 6044252 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

　加圧ポンプ１５の加圧動作とは、初期加圧動作、第１追い加圧動作および第２追い加圧
動作のそれぞれの動作の間にジャバラポンプ部２１が駆動（圧縮）された回数であり、加
圧量予測部５５は、ポンプセンサー２６からの出力に基づいてこの値を取得することがで
きる。
【００５４】
　ここで、加圧ポンプ１５の第２設定加圧量Ｐ２は、加圧ポンプ１５に搭載されているレ
ギュレーター２５が動作する動作設定圧力をＳＰ、レギュレーター２５の動作が前記動作
設定圧力に対してバラつく圧力範囲を±α、加圧ポンプ１５の加圧量が設定した加圧量に
対してバラつく圧力範囲を±βとしたときに、以下の条件式（１）、（２）を満たしてい
る。
　Ｐ２＞ＳＰ－α　　　　　　（１）
　Ｐ２－β＞ＳＰ－α　　　　（２）
【００５５】
　一般的に、レギュレーター２５を搭載する加圧ポンプ１５はレギュレーター２５を動作
させない範囲で、その加圧量の上限値が設定される。すなわち、加圧ポンプ１５の加圧量
を設定する場合には、レギュレーター２５の動作の誤差の範囲（動作設定圧力に対してバ
ラつく圧力範囲）を考慮して、所望とする加圧量からこの誤差の範囲分を差し引いた値を
設定加圧量とすることが行われる。これに対して、本例では、レギュレーター２５が動作
してもインクの供給動作に影響がないので、レギュレーター２５の動作の誤差の範囲を考
慮せず、条件式（１）を満たすように加圧ポンプ１５の第２設定加圧量Ｐ２を設定してい
る。これにより、レギュレーター２５の動作の誤差の範囲を考慮した場合と比較して、第
２設定加圧量Ｐ２が高い値となる。従って、レギュレーター２５の動作の誤差の範囲を考
慮した場合と比較して、インクパック１０を高い圧力で付勢できる。
【００５６】
　また、一般的に、レギュレーター２５を搭載する加圧ポンプ１５は、レギュレーター２
５を動作させないように、加圧ポンプ１５の動作の誤差の範囲（加圧ポンプ１５の加圧量
が設定した加圧量に対してバラつく圧力範囲）を考慮して、その加圧量の上限値が設定さ
れる。すなわち、加圧ポンプ１５の加圧量を設定する場合には、所望とする加圧量からこ
の誤差の範囲を差し引いた値を設定加圧量とすることが行われる。これに対して、本例で
は、レギュレーター２５が動作しても、インク供給動作に影響がないので、加圧ポンプ１
５の動作の誤差の範囲を考慮せずに、条件式（２）を満たすように、加圧ポンプ１５の第
２設定加圧量Ｐ２を設定している。これにより、加圧ポンプ１５の動作の誤差の範囲を考
慮した場合と比較して、第２設定加圧量Ｐ２が高い値となる。従って、レギュレーター２
５の動作の誤差の範囲を考慮した場合と比較して、インクパック１０を高い圧力で付勢で
きる。ここで、インクパック１０を高い圧力で付勢すれば、インク流路４に送り出される
ことなくインクパック１０内に残留する残留インクを少なくすることができる。
【００５７】
（インク供給制御動作）
　次に、図６乃至図８を参照してインク供給制御動作を説明する。図６はインク供給制御
動作のフローチャートである。図７は所定のインク残量が検出されていない場合のインク
供給動作時における加圧ポンプの加圧量の変化を示すグラフである。図８は所定のインク
残量が検出されている場合のインク供給動作時における加圧ポンプの加圧量の変化を示す
グラフである。
【００５８】
　図６に示すように、インクジェットプリンター１が動作すると、インク残量取得部５２
は、所定のインク残量に達しているインクパック１０があるか否かを判定する（ステップ
ＳＴ１）。ここで、いずれのインクパック１０も所定のインク残量に達していない場合に
は、第１加圧制御部５６が加圧ポンプ１５の駆動制御を司る通常状態に移行するとともに
、印刷データの供給を待つアイドル状態に移行する。
【００５９】
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　ここで、通信部４１が外部の機器から印刷データの供給を受けると（ステップＳＴ２）
、第１加圧制御部５６は、加圧ポンプ１５の加圧量が第１基準加圧量Ｑ１以下となってい
るか否かを確認する（ステップＳＴ３）。すなわち、圧力センサー２４から第２信号が出
力されているか否かを確認する。
【００６０】
　圧力センサー２４から第２信号が出力されている場合、すなわち、加圧ポンプ１５の加
圧量が第１基準加圧量Ｑ１以下となっている場合（図７の（ＳＴ３：ＹＥＳ）の場合）に
は、第１加圧制御部５６は加圧ポンプ１５を第１設定加圧量Ｐ１となるまで駆動し、しか
る後に、加圧ポンプ１５を停止する（ステップＳＴ４）。すなわち、第１加圧制御部５６
は圧力センサー２４から第１信号が出力されるまで加圧ポンプ１５を駆動させて、加圧ポ
ンプ１５を停止する。これにより圧力センサー２４からは第２信号が出力されなくなる。
印刷制御部５０は、第２信号が出力されなくなると加圧ポンプ１５の加圧量が基準加圧量
（第１基準加圧量Ｑ１）を上回ったと判断して、印刷データの印刷を開始する（ステップ
ＳＴ５）。
【００６１】
　ステップＳＴ３において、加圧ポンプ１５の加圧量が第１基準加圧量Ｑ１を超えている
場合（図７の（ＳＴ３：ＮＯ）の場合）には、圧力センサー２４から第２信号が出力され
ていない。従って、印刷制御部５０は、加圧ポンプ１５の加圧量が基準加圧量（第１基準
加圧量Ｑ１）を上回っていると判断して、印刷データの印刷を開始する（ステップＳＴ５
）。すなわち、第１加圧制御部５６により加圧ポンプ１５が駆動されることなく、印刷デ
ータの印刷が行われる（ステップＳＴ５）。
【００６２】
　次に、ステップＳＴ１において、インク残量取得部５２によりインクパック１０のイン
ク残量が所定のインク残量に達したインクパック１０があることが検出された場合には、
加圧ポンプ１５の駆動制御を第２加圧制御部５７が司るニアエンド近傍検出状態に移行す
るとともに、印刷データの供給を待つアイドル状態に移行する。
【００６３】
　ここで、インクパック１０のインク残量が所定のインク残量に達したインクパック１０
があることが検出されると、初期加圧部５８が加圧ポンプ１５を駆動させて初期加圧動作
を行ない加圧ポンプ１５の加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到達させる。すなわち、所定の
インク残量に達したインクパック１０があることが検出された時点では、加圧ポンプ１５
の加圧量が第１設定加圧量Ｐ１よりも圧力の高い下限加圧量Ｒ１に達していることはない
ので（ステップＳＴ６）、初期加圧部５８は加圧ポンプ１５を駆動させて、その加圧量を
第２設定加圧量Ｐ２として当該加圧ポンプ１５を停止させる（ステップＳＴ７）。
【００６４】
　その後に、通信部４１が外部の機器から印刷データの供給を受けると（ステップＳＴ８
）、第２加圧制御部５７は、加圧ポンプ１５の予測加圧量が第２基準加圧量Ｑ２以下とな
っているか否かを確認する（ステップＳＴ９）。
【００６５】
　ステップＳＴ９において、予測加圧量が第２基準加圧量Ｑ２以下となっている場合（図
８の（ＳＴ９：ＹＥＳ）の場合）には、第２追い加圧部６０は加圧ポンプ１５を駆動させ
て予測加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到達させる第２追い加圧動作を行わせる（ステップ
ＳＴ１０）。ステップＳＴ１０において、加圧ポンプ１５が停止すると、予測加圧量とし
て第２設定加圧量Ｐ２が取得される。すなわち、予測加圧量は、印刷制御部５０が印刷開
始の基準としている基準加圧量（第２基準加圧量Ｑ２）を上回る。従って、印刷制御部５
０は印刷データの印刷を開始する（ステップＳＴ５）。一方、ステップＳＴ９において、
予測加圧量が第２基準加圧量Ｑ２を超えている場合（図８の（ＳＴ９：ＮＯ）の場合）に
は、印刷制御部５０は印刷データの印刷を開始する（ステップＳＴ５）。すなわち、第２
加圧制御部５７により加圧ポンプ１５が駆動されることなく、印刷が行われる。
【００６６】
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　ここで、ステップＳＴ７において、加圧ポンプ１５が停止すると、加圧量予測部５５は
一定間隔で加圧ポンプ１５の加圧量を予測加圧量として取得する。そして、ステップＳＴ
７以降に、印刷データの供給を受けていない場合には、加圧量予測部５５が予測加圧量を
取得する毎に、この予測加圧量と下限加圧量Ｒ１とが比較される（ステップＳＴ１１、ス
テップＳＴ６）。
【００６７】
　その後、ステップＳＴ６において、予測加圧量が下限加圧量Ｒ１以下となったことが検
出された場合（図８の（ＳＴ６：ＹＥＳ）の場合）には、第１追い加圧部５９は、加圧ポ
ンプ１５をその予想加圧量が第２基準加圧量Ｑ２となるまで駆動する第１追い加圧動作を
行わせる。これにより、加圧ポンプ１５の加圧量が下限加圧量Ｒ１となることが回避され
る。
【００６８】
（作用効果）
　本例によれば、加圧ポンプ１５の加圧量を、加圧ポンプ１５の加圧動作（ジャバラポン
プ部２１の加圧動作の回数）、加圧動作を停止した加圧停止時点からの経過時間、および
インクジェットヘッド２によるインク使用量に基づいて算出した予測加圧量で把握する。
従って、インクパック１０のインク残量が所定のインク残量に達した後の加圧ポンプ１５
の駆動制御を新たな圧力センサー２４を設けることなく行うことができる。よって、イン
クパック１０のインク残量が所定のインク残量に達した後において、加圧ポンプ１５の加
圧量を高い値で維持することができる。
【００６９】
　また、本例では、予測加圧量が下限加圧量Ｒ１となった場合には加圧ポンプ１５を駆動
させてその加圧量を上昇させるので、加圧ポンプ１５の加圧量が下限加圧量Ｒ１以下とな
ることを回避できる。ここで、予測加圧量が下限加圧量Ｒ１となった加圧ポンプ１５を駆
動させて当該予測加圧量を第２設定加圧量Ｐ２に到達させるまでの駆動時間ｔ、すなわち
、加圧ポンプ１５の加圧量を下限加圧量Ｒ１からインクの圧送に十分な加圧量まで上昇さ
せるための駆動時間ｔは、印刷データを受信してからインクジェットヘッド２により印刷
データの印刷が開始されるまでの印刷準備時間よりも短い。従って、印刷データの供給を
受けたときに当該印刷データの印刷を遅滞なく開始できる。
【００７０】
　なお、加圧ポンプ１５の加圧量を高い値（第２設定加圧量Ｐ２）とした場合には、加圧
量を低い値（第１設定加圧量Ｐ１）とした場合と比較して、時間の経過と共にその加圧量
が低下し易くなる。かかる問題に対して、本例では、外部の機器から印刷データの供給を
受けたときに、予測加圧量が第２設定加圧量Ｐ２よりも低く下限加圧量Ｒ１よりも高い第
２基準加圧量Ｑ２位置となっている場合には、予測加圧量が第２設定加圧量Ｐ２となるま
で加圧ポンプ１５を駆動させている。従って、印刷データを印刷している途中に加圧ポン
プ１５の加圧量が著しく低下することを回避できる。
【００７１】
（その他の実施の形態）
　上記の例では、インクパック１０のインク残量がインクニアエンド近傍となっていない
通常状態では、第１加圧制御部５６は圧力センサー２４からの第１信号および第２信号に
基づいて加圧ポンプ１５を駆動制御している。これに対して、通常状態においても、第１
加圧制御部５６が、加圧量予測部５５の取得する予測加圧量に基づいて加圧ポンプ１５を
駆動制御することもできる。
【００７２】
　この場合には、第１加圧制御部５６に、第２加圧制御部５７と同様に、初期加圧部５８
、第１追い加圧部５９および第２追い加圧部６０を備える。
【００７３】
　そして、初期加圧部５８は、インクジェットプリンター１の電源が投入された時点で、
インク残量取得部５２によって所定のインク残量に達したことが検出されていない場合に
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、圧力センサー２４から第１信号が出力されるまで加圧ポンプ１５を駆動させて、その加
圧量を第１設定加圧量Ｐ１に到達させる初期加圧動作を行い、加圧ポンプ１５を停止する
ものとする。
【００７４】
　また、第１追い加圧部５９は、加圧量予測部５５が取得した予測加圧量がこの下限加圧
量（第２加圧量）Ｒ２以下となると、加圧ポンプ１５を駆動させて予測加圧量を第１設定
加圧量Ｐ１に到達させる第１追い加圧動作を行わせるものとする。下限加圧量Ｒ２として
は、下限加圧量Ｒ２となった加圧ポンプ１５を駆動させて第１設定加圧量Ｐ１に到達させ
るまでの駆動時間が、印刷データを受信してからインクジェットヘッド２により印刷デー
タの印刷が開始されるまでの印刷準備時間よりも短くなるような値を、設定しておく。な
お、下限加圧量Ｒ２としては、第１基準加圧量Ｑ１よりも低い値を設定しておくこともで
きるし、第１基準加圧量Ｑ１を下限加圧量Ｒ２と同じ値としておくこともできる。
【００７５】
　さらに、第２追い加圧部６０は、印刷データの受信時点で加圧量予測部５５が取得した
予測加圧量が第１基準加圧量Ｑ１以下となっている場合に、加圧ポンプ１５を駆動させて
予測加圧量を第１設定加圧量Ｐ１に到達させる第２追い加圧動作を行わせるものとする。
【００７６】
　ここで、第１加圧制御部５６が加圧ポンプ１５を駆動制御する間に加圧量予測部５５が
利用する加圧量変化情報６１は、加圧ポンプ１５をその加圧量が第１設定加圧量Ｐ１とな
るまで駆動した後に当該加圧ポンプ１５を停止し、加圧ポンプ１５が停止した時点から減
少する加圧ポンプ１５の加圧量を実測し、当該実測の結果を加圧ポンプ１５が停止した時
点からの経過時間と加圧ポンプ１５の加圧量の変化とを関係付けたものとしておく。この
場合における加圧量変化情報６１は、例えば、図９のグラフのように示される。
【００７７】
　そして、加圧量予測部５５は、図９に示される加圧量変化情報６１、加圧ポンプ１５の
加圧停止時点の後のインク使用量、および、加圧ポンプ１５の加圧動作（第１追い加圧動
作、第２追い加圧動作）に基づいて加圧ポンプ１５の加圧量を一定間隔で算出して取得す
る。
【００７８】
　このようにすれば、電源投入時に、一度、圧力センサー２４からの出力に基づいて加圧
ポンプ１５の加圧量を検出した後には、加圧ポンプ１５の加圧量を予測加圧量として把握
できる。この結果、外部の機器から印刷データの供給が所定期間ない場合に、インクジェ
ットプリンター１が紙送りモーター４３や圧力センサー２４などへの電力の供給を停止し
てＣＰＵなどの制御部４０だけを動作させる省電力モードに移行した場合でも、制御部４
０は省電力モード中に加圧ポンプ１５の加圧量を把握して、加圧ポンプ１５の駆動制御を
行うことができる。
【００７９】
　従って、例えば、省電力モードで動作している期間が長くなると、時間の経過に伴って
加圧ポンプ１５の加圧量が第１基準加圧量Ｑ１よりも大幅に低下した状態となることがあ
るが、このような場合に、予測加圧量に基づいて加圧センサーを駆動して、省電力モード
中に加圧ポンプ１５の加圧量が下限加圧量Ｒ２よりも低下することを回避できる。
【符号の説明】
【００８０】
１・・インクジェットプリンター、２・・インクジェットヘッド、２ａ・・ノズル面、３
・・インクカートリッジ、４・・インク流路、４ａ・・上流端、４ｂ・・針、４ｃ・・イ
ンク流路部分、４ｄ・・インク流路部分、５・・インク供給機構、１０・・インクパック
、１１・・ケース、１１ａ・・空気導入口、１２・・加圧室、１５・・加圧ポンプ、１６
・・空気圧送路、１６ａ・・下流端、１６ｂ・・上流端、１７・・カートリッジ装着部、
１８・・平面基板、２０・・ＤＣモーター、２１・・ジャバラポンプ部、２２・・空気供
給口、２３・・ポンプ内空気流路、２４・・圧力センサー、２５・・レギュレーター、２
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６・・ポンプセンサー、３０・・空気導入室、３０ａ・・底面、３２・・ダイヤフラム、
３２Ａ・・外側位置、３２Ｂ・・内側位置、３３・・光学センサーユニット、３５・・開
口、３６・・封鎖部材、３７・・付勢部材、４０・・制御部、４１・・通信部、４３・・
紙送りモーター、４４・・メモリー（記憶部）、５０・・印刷制御部、５１・・インク使
用量取得部、５２・・インク残量取得部（インク残量監視部）、５３・・加圧制御部、５
４・・計測部、５５・・加圧量予測部、５６・・第１加圧制御部、５７・・第２加圧制御
部、５８・・初期加圧部、５９・・第１追い加圧部、６０・・第２追い加圧部、６１・・
加圧量変化情報、Ｐ１・・第１設定加圧量（第１加圧量）、Ｐ２・・第２設定加圧量（第
４加圧量）、Ｑ１・・第１基準加圧量（第２加圧量）、Ｑ２・・第２基準加圧量、Ｒ１・
・下限加圧量（第３加圧量）、Ｒ２・・下限加圧量（第２加圧量）

【図１】

【図２】

【図３】
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